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第1章 クイックスタート
1.1 ハードウェアの紹介

12 1 電源ボタン
電源オン：このキーを3秒間長押しすると本体が起動します。

シャットダウン／再起動：このキーを3秒間長押しすると、画面に

シャットダウン／再起動ダイアログが表示されます。

*注意：電源ボタンを8秒間長押しすると、強制的にシャットダウ

ンすることができます。

2 USB Type-C

3

3 充電インジケータランプ
*充電中は、充電インジケータランプが点灯し、赤色は充電中、緑
色は充電完了を示します。

4

4 アクティブバー
*左下のアイコンを押したまま右にスワイプすると、【Open Chat】
画面が開き、質問することができます。

*中央の領域を押したまま右にスワイプすると、クイックページ繰
りードに入ります。ることができます。

*右下のボタンを押したまま左にスワイプすると、メモをクイック作
成できます。

5 リアカメラ 6

56 フラッシュライト 7

8

9

7 消しゴム

8 カスタムボタン

9 ペン芯

*リフィルを購入することで交換できます。

-【スマートペン（デフォルト）】
押しながらペンをスライドすることで範囲選択、ToDo追加、

図形のマークを行います。

-【直線】
押しながらペンをスライドすることで直線を描きます。

-【範囲選択消去】
押しながら手書き内容を選択することで、手書き内容を消

去します。

-【機能オフ】
誤接触による作動を防ぐために、ボタン機能をオフにしま

す。



1.2 本体の起動

1

2

ü 電源ボタンを長押しして電源を入れ
ると、起動プロセスに入ります。

*初めて電源を入れる際は、起動時間が長くなること
がありますので、しばらくお待ちください。

ü システム言語を選択する

*利用する地域を正しく選択してください。地域を切り

替えるとサーバーの切り替えが発生し、異なるサー

バー間でデータが一時的に相互通信できない場合が

あります。

start をタッチすると起動します。

ü 地域を選択する

*アジア、オセアニア地域のサーバーはシンガポール

に設置されています。

*北米、南米、ヨーロッパ、アフリカ地域のサーバーは

フランクフルトに設置されています。



1.2 本体の起動

3

4

ü Wi-Fiに接続する
*WIFIは手動追加に対応しています。

ü タイムゾーンと時刻

*時刻表示方法の設定に対応しています。

*デフォルトでは自動的にタイムゾーンを判断するよ

うに選択されていますが、手動設定も可能です。



1.2 本体の起動

5 ü プライバシーポリシーと同意

*本機のプライバシーポリシーとユーザー合意事

項をよく確認の上、同意した後に次のステップに

進むことができます。

6

ü アカウント登録

*メールを使用したアカウント登録に対応しています。

取得したメールに記載された確認コードとパスワード

を入力すると登録が完了します。

ü アカウントログイン

*メールアドレスとパスワードを入力するとログインで

きます。

ü ゲストモード

*ゲストモードでは、本機の基本機能の大部分を利

用できますが、使用中にアカウントにログインするこ

とですべての機能が使えるようになります。



1.2 本体の起動

6

7

ü ノートの自動同期

*ログインに成功すると、デフォルトでノートの同期機

能が自動的にオンになり、ネットワーク接続が完了す

るとノートが自動的にクラウドにアップロードされ、保

存されます。

*自動同期をオフにすることもでき、その場合はすべ

てのノートがローカルに保存されます。

ü 画面ロックのパスワード設定

*6桁のパスワードを設定できます。

*ロック画面のパスワードを忘れた場合、メール認証を

通じてパスワードを回復することができます。



1.2 本体の起動

7 ü 署名の設定

*スタイラスペンを使用してボックス内に書き込むこと

ができます。書き込んだ内容はロック画面で継続的に

表示されます。

ü 起動が完了しました！

*下のQRコードをスキャンすると、アプリ「AINOTE mobile」

をダウンロードできます。

*署名はデバイス設定の中でも編集できます。

8 ✔

「AINOTE mobile」アプリは本機の付属アプリで、ノートの同期とマルチ

デバイスでの閲覧をサポートします。また、「読写客」アプリでのノートの

編集と共有が可能で、より効率的なノート管理ができます。



1.3 クイック操作

クイック全体コントロールバー

デバイスの右上から下に向かってスワイプするとプルダウンメニューリ

ストが開き、WiFi、画面投影、音量、バックライトなどの機能設定ができ

ます。



1.3 クイック操作

画面の下から上にスワイプするとマルチタスク画面が開き、アプリ間

のクイック切り替えやバックグラウンドアプリの終了ができます。

マルチタスクの切り替え



1.3 クイック操作

❶オープンチャット画面が開き、大規模AIモデルとの対話が行えます。

❷閲覧モードなど複数ページの画面においてクイックページめくりモードに

入ります。ページ繰りの速度はスワイプの速度に依存します。

❸クイックメモをすばやく開き、手書きの記録を残すことができます。

アクティブバーの使い方



2.1 ノート作成

*スタイラスペンを使用して自由に筆記や描画ができ、

会議の記録や、インスピレーション創作のメモ、個人

学習などに役立ちます。

2.1.1 新規作成

-スタイラスペンを使ってタイトルボックス内に手書き

入力できます。手書きの内容は自動的に印刷体の文

字に変換され、タイトルとなります。

2.1.2 タイトルの記入

-手書き認識言語はカスタム選択が可能です。右上の

言語ミニボタンをクリックすると言語選択画面に入り、

認識したい言語情報を追加／選択でき、設定は全体

に適用されます。

2.1.3 ペン形状の選択
-ペン形状ボタンをクリックすると、ペンの形状や太さの

変更に加え、消しゴムなどの機能への切り替えができ

ます。

-ノート画面で「作成」ボタンをクリックすると、新しい

ノートが作成されます。

第2章 ノート



2.1.4 スマートペンの切り替え方法

-スマートペンボタンをクリックすると、切り替えが完了し

ます。

-スマートペンボタンを再度クリックすると、操作ガイドを

表示します。

-詳細な操作ガイドを見ることができます。

*ヒント ペン本体のボタンを押して範囲選択すると、そ
のままスマートペンモードに入ることができます。

-スマートペンを使用したい場合は、上部ツールバーのス

マートペンアイコンをクリックして切り替える以外に、ペン

本体のボタンを直接押して使用することもできます。ペン

本体のボタンは他の機能にカスタマイズすることも可能

です。

2.1.5 スマートペンは以下の機能が含む

機能1：なげなわ



機能3：ToDo

機能2：フォーカススター



機能4：タイトル追加

2.1.6 範囲選択検索

-スマートペンを使って手書きの内容を範囲選

択した後、AIアシスタントをクリックすることで

検索ができます。デバイスは選択範囲内の手

書き内容を自動的に認識し、テキストに変換

して検索を行います。

*この機能を使用する場合、設定画面で個人

のOpenAI APIキーを設定する必要がありま

す。



2.1.7 手書きのテキスト化

-ボタンをクリックすると手書き文字をテキストに変換し

ます。手書きの内容は選択した言語に基づいて認識さ

れます。

*すべての認識はローカルで行うため、ネットワーク接

続の必要はありません。

-上部に手書きの内容が表示され、下部にテキスト変

換内容が表示され、クリックすることにより対応関係を

確認できます。

-上部の【全文】をクリックすると、全文のテキスト変換

内容を確認できます。

-上部の【エクスポート】をクリックすると、テキスト変換

内容をエクスポート、共有できます。



2.1.8 筆記テンプレート

-テンプレートボタンをクリックすると、テンプレートを

選択できます。

-テンプレートアイコンをクリックすると、選択したテ

ンプレートを次ページに挿入します。

-ページは1枚のみ挿入できますが、ページをめくる

際にはこのテンプレートのクイック挿入を選択する

ことができます。

-カスタマイズしたテンプレートスタイルを挿入するこ

ともできます。

-データケーブルを使用してデバイスをコンピュータ

に接続し、事前に準備したテンプレートのアイコンを

【Template】フォルダに転送することで、選択、使用

できるようになります。



2.1.9 ノートの共有

-ウェブページ、word、PDFの3種類のファイルが共

有できます。

-QRコード、メール、書棚へのエクスポートの3つの

方法で共有できます。

2.1.10 スタイル設定

Q スタイルとテンプレートの違いは何ですか？

-「その他」ボタンをクリックすると、スタイル設定画面

が表示されます。

-後方の矢印をクリックすると、詳細設定画面が表示

されます。

-横罫線、縦罫線、無地、ドット、方眼紙など、さまざま

な背景パターンが選択できます。

-特定の背景パターンをデフォルトとして設定可能で
す。

A スタイルを設定すると、現在のノートにおいてデフォルトで

新しく作成された用紙は全て同じスタイルになります。特定の

スタイルをデフォルトとして設定することができ、次回新しい筆

記を行う際に、デフォルトのスタイルにて作成されます。一方、

本機ではテンプレートは個別に挿入され、1つの筆記に複数種

類のテンプレートを含めることができます。



2.1.11 その他のアプリケーション

-ページの更新：現在のページを更新します。電子ペーパーの特性により長時間使用すると残像が出現しやすくなります

が、更新することでクリアできます。

-ノート同期：現在のノートをクラウドに同期し、「AINOTE mobile」アプリを使って閲覧、編集することができます。

-現在ページの削除：現在表示されているページのみを削除します。

-ページ管理：現在のノートのページ管理画面に入ります。

-検索：現在のノート内にある手書き内容の検索ができます。

-暗号化：現在のノートを暗号化します。以後、このノートを閲覧する際にはパスワードを入力する必要があります。

-削除：現在のノートの全内容を削除します。

2.1.12 ページ管理

-【その他】-【ページ管理】をクリックすると、ページ管理

画面に入ります。

-左下のページ番号をクリックしても、ページ管理画面

に入ることができます。

-ページの追加、コピー、ペースト、移動などのさまざま

な操作ができます。



2.1.12 手書き認識言語の管理

En_US

-タイトルの手書きエリア右上と、テキスト変換エリアの

右上にある言語ボタンをクリックすると、手書き言語の

切り替えができます。

-デフォルトではシステム言語に基づいて選択されてお

り、他の言語に切り替えることができます。

*一度切り替えると、全体が切り替わります。

*切り替え完了後も、すでに認識が完了した内容につ
いては再認識や変更を行いません。ただし、手書きの

内容が変更されると、新しく選択した言語にて自動で

再認識します。

-5つの言語がプリセットされています。

-インターネットで認識パッケージをダウンロードすると、

さらに多くの言語を追加できます。



2.2 記録

2.2.1 新しい記録の作成

記録は新しい会議記録の方法であり、音声をリアルタイムでテキストに変換できます。また、

音声の記録と同時に、手書き記録にも対応しており、会議情報のの完全な記録によって会議

後の振り返りがより便利になります。

-ノートページで、【記録】ボタンをクリックすると新規作

成が完了します。

-新しい記録の作成が完成すると、録音テキスト変換

画面に入ります。

2.2.2 記録の構成

-記録は録音エリア、録音テキスト変換エリア、手書き

エリアの3つに分かれています。



2.2.3 録音エリア

タグ：会議中、重要な内容にタグ

を付けることで、会議後に直接頭

出しすることができます。

レーダー：会議中、リアルタイムで

話者の位置を表示し、話者の区

別をサポートします。

一時停止：録音を一時停

止します。

完了：録音を完了します。

前の文／次の文：前の文／

次の文にすばやく切り替え

て、録音を再生することが

できます。

倍速：録音再生速度を、0.5

倍から2.5倍まで調整するこ

とができます。

音量：録音再生

の音量を調整し

ます。

録音を続く：録音

を続けます。

Ø 録音完了

Ø 録音中

2.2.4 録音テキスト変換エリア

録音テキスト変換：会議中、音声をテキスト

に変換し、リアルタイム表示します。

話者情報：各話者の声紋の違いに基づいて話者を

区別します。クリックすることで名前を変更できます。

話者識別のオン／オフ：話

者識別機能のオン／オフが

できます。

フォーカスモードのオン／オフ：音声テキス

ト変換をバックグラウンドで実施し、音声テ

キスト変換結果をリアルタイムで表示しませ

ん。

言語とモードの選択：多言語の

認識と相互翻訳をサポートして

います。詳細は2.2.5をご参照く

ださい。

Ø 録音中



Ø 録音完了

すべて表示：すべてのテキスト

内容を開いて表示します。

置換：テキストの内容について検索

、置換することができます。

テキスト編集：テキストの内容

を手動で編集します。



2.2.5 言語とモードの選択

音声テキスト変換

-さまざまな言語の選択が可能です。地域によって異

なる機能を提供します。

*ジア、オセアニア地域のユーザーは、14言語の音声

テキスト変換が利用できます（中国語、英語、日本語、

韓国語、フランス語、ドイツ語、スペイン語、広東語、ロ

シア語、マレーシア語、ベトナム語、アラビア語、タイ語、

インドネシア語）。

*北米、南米、ヨーロッパ、アフリカ地域のユーザーは、

8言語の音声テキスト変換が利用できます（中国語、

英語、ハンガリー語、日本語、韓国語、フランス語、ド

イツ語、スペイン語）。

多言語翻訳

-多言語の相互翻訳機能をサポートしており、プリセッ

ト翻訳モードによりクリックするだけで使用できます。

-地域によって異なる機能を提供します。

*アジア、オセアニア地域のユーザーは、7言語の相互

翻訳機能が利用できます（中国語、英語、日本語、韓

国語、フランス語、ドイツ語、スペイン語）。

*北米、南米、ヨーロッパ、アフリカ地域のユーザーは、

8言語の相互翻訳機能が利用できます（中国語、英語、

ハンガリー語、日本語、韓国語、フランス語、ドイツ語、

スペイン語）。



2.2.6 手書きエリア

-手書きエリアでは、スタイラスペンを使って自由に手

書き記録を行うことができます。

*筆記モードと同様、スマートペン機能を使うことができ

ます。

-筆記中に頻繁に誤ってページをめくってしまう場合は、

タッチ禁止ボタンをクリックすることでジェスチャー操作

を無効にすることができます。

2.2.7 記録終了後のクイック閲覧

-会議終了後、手書きの内容をクリックすると、手書き

内容に対応する録音部分を速やかに移動し、会議の

内容をスピーディーに振り返ることができます。



2.2.8 会議のまとめ

-会議終了後、会議のまとめボタンをクリックすると、テ

キストの内容に基づいて要約を行います。

*この機能を使用する場合、設定画面で個人の

OpenAI APIキーを設定する必要があります。

-会議のまとめと、会議の全内容表示の2つの内容を

提供します。

-エクスポートと共有が可能です。



2.3 ノート管理

-作成した筆記と記録はすべてローカルに保存され、

いつでもクリックして表示できます。

-ディレクトリをクリックすると、すべてのフォルダ情報を

表示できます。

-デフォルトフォルダが用意されており、すべての所

有者のないノートはデフォルトフォルダに保存されま

す。このフォルダは削除できません。

-すべてのノート、フラグ付きノート、暗号化ノート、

ローカルノート（クラウドに同期されていない）、削除

済みノートを含む、さまざまな分類が可能です。

-フォルダとグループを作成してノートの管理を行うこ
とができます。

2.3.1 フォルダ管理



2.3.2 ノート管理

-ノートを長押しすると、移動、アップロード、暗号化、名

前の変更、削除などの操作が行えます。

-ソートボタンをクリックすると、各種のソートが行えま

す。

-要約形式とリスト形式の2種類のノート表示形式をサ

ポートしています。両者の違いはノート要約内容表示

の有無です。



2.3.3 タグ管理

すべてのタグ管理

ノートのタグ管理

すべてのタグ管理

-タグ内容の追加、削除、変更ができます。

-タグに基づいてノートのフィルタリングができます。

ノートのタグ管理

-現在のノートにタグを追加したり、タグを削除したりで

きます。

-ノート内でもこの操作を行うことができます。

2.3.4 グローバル検索

-手書きや音声変換テキストの内容を検索し、スピーディーなジャンプと、検索した内容のハイライト表示が可能

です。



第3章 スケジュール
3.1 カレンダーとスケジュール

3.1.1 カレンダーの表示

-当月のカレンダー情報を表示します。年と月の切り替

えが可能です。

-デフォルトでは当日のスケジュール情報を表示し、日

付をクリックすると他の時期のスケジュールを確認す

ることができます。

-日、週、月の3つのビューが可能です。

3.1.2当日タスクの表示

-今日のToDoリスト、今日のリマインダー、今日作成し

たメモの内容を表示します。

3.1.3 スケジュールの作成と表示

-スケジュール新規作成をクリックしてスケジュール内

容を入力することができます。スケジュール本文に時

間情報が含まれている場合、この情報を自動で読み

取り、スケジュールの開始時間とすることができます。



Ø 週間ビュー Ø 月間ビュー

3.1.4 スケジュール情報の編集

-スケジュール後方のボタンをクリックすると、スケ

ジュール情報の編集ができます。

-スケジュールの開始時間、終了時間、リマインド時

間、スケジュールの繰り返し設定、備考情報を設定

することができます。



3.2 ToDoリスト

-ToDo項目の作成、管理ができます。

ToDo項目の作成方法

-新規作成をクリックして、新しいToDo項目を作成しま

す。

-【スマートペン】アイコンを使ってノートにグラフィック

マークを付けたり、自動収集したりできます。



-【ToDo】の後方ボタンをクリックすると、締切時間やリ

マインド時間の設定が可能です。

-ToDoのピン留め、移動、削除などが行えます。

-【ToDo】前方のチェックボックスをクリックすると、完

了タスクとして設定できます。ページを更新すると、こ

の項目は自動的に完了リストに移動して表示されま

す。



3.3 フォーカススター

フォーカススターの作成方法

-筆記または記録の途中でスマートペンを使用し

て、重要な事項の前に星印を描きます。星印が

ある行の内容が自動的に収集され、表示されま

す。

フォーカススターとは

-日常の記録中で重要な事項があった場合に

マークを付けますが、マーク内容は会議後にす

ぐに整理しないと紛失しやすくなります。フォーカ

ススター機能では、日常の記録中にマークした

内容を自動的に収集し、集中表示することがで

きます。

-内容をクリックすると対応するノートに直接ジャ

ンプすることができます。

-フォーカススターの内容について、継続フォロー、

ToDoに追加、編集、削除などのさまざまな操作

を行うことができます。



3.4 週報

-1週間のすべてのスケジュール、完了したタスク、参加した会議情報を表示し、今週のすべての事項を

スピーディーに振り返ることができます。

-週報はエクスポートすることができます。



第4章閲覧

4.1 書籍のインポート
-サポートされている書籍フォーマットはpdf、epub、

mobi、txt、azwです。

-USBインターフェースを使用してデバイスとコンピュー

タを接続し、電子書籍を【Bookshelf】フォルダに移動

することができます。

*注意 現時点では【Bookshelf】フォルダ内でのグ

ループ化はサポートされていません。

-WiFiによる転送方式をサポートしており、クリックする

と詳細な操作方法を確認できます。

4.2 PDF書籍の閲覧

-閲覧中はスタイラスペンを使用して注釈を付けるこ

とができます

-ペンを選択モードに切り替えると、書籍の内容を範

囲選択することができます。

-選択した内容のハイライト、抜粋、検索、コピーなど

の操作が可能です。

-読書ノートを作成できます。

4.2.1 閲覧の基本操作



4.2.2 PDF閲覧設定

Ø 画像設定

Ø テキスト設定

Ø テキスト設定

-上記のページ設定に加えて、明るさ設定も可能です。

-その他の設定では、ページの更新頻度、ページめく

りモード、表示効果などの詳細設定が可能です。



4.2.3 オーディオブックを聞く

-中国語、英語、日本語、韓国語の電子書籍に対

して、オーディオブック機能が提供されており、イ

ンターネットに接続するだけでオンライン再生で

きます。

注意：現時点ではテキスト形式のPDFのみサポ

ートしており、スキャン版のPDFは一部の機能操

作に対応していません。

-オーディオブックを再生中は、章の選択、速度

の調整、タイマー設定などの操作が可能です。

4.2.3 読書ノート

-会議中に行われた手書きの注釈、ハイライト、

抜粋、メモなどの内容はすべて統一して収集さ

れ、完全な読書ノートが生成されます。

-読書ノートは書籍の章に従って順番に閲覧でき

ます。

-Word／PDF形式でのエクスポートをサポートし

ています。



4.3 その他のフォーマットの書籍閲覧

-基本的な閲覧操作はPDFの閲覧と同じですが、PDF以外の電子書籍はフォントサイズ、コント

ラスト、余白、行間、フォントなどを調整することができます。



4.4 ブックストア

-現時点で、ブックストアは一部の閲覧リソースの

ダウンロードに対応しています。

表紙をクリックすると、書籍の詳細ページに移動

します。

-目次の表示、ブックシェルフへの追加、閲覧開

始などの操作が可能です。

*現時点で、ブックストア内の書籍はすべて無料

になっており、自由にダウンロードして読むことが

できます。



4.5 Officeセンター

-Word、PPT、Excelの3つのOffice形式ドキュメント

の表示と編集をサポートしています。

Ø インポート方法

-USBインターフェースを使用してデバイスとコン

ピュータを接続し、ファイルを【Office】フォルダに移動

することができます。

*注意 現時点では【Office】フォルダ内でのグループ

化はサポートされていません。

-WiFiによる転送方式をサポートしており、クリックす

ると詳細な操作方法を確認できます。

Ø サポートされているフォーマット

4.5.1 フォーマットとインポート

4.5.2 Word文書のプレビューと編集

-Word文書のプレビュー画面に入ると、閲覧とペー

ジめくりが可能です。また、手書きペンを使用して注

釈を付けることができます。



-閲覧中に録音ボタンをクリックすると録音が可能で

す。

-録音終了後、録音内容と録音変換テキスト内容を見

ることができます。

*録音テキスト変換モードのフォントは、現在設定され

ているシステムフォントとなります。

-編集ボタンをクリックすると、システムがWPS 

Officeアプリケーションを使用してファイルを開き、

ファイルの編集操作を行うことができます。



4.5.3 Excel＆PPTドキュメントのプレビューと編集

ヒント PPTドキュメントは横向きで使用すると、より良い効果が得られます。



4.6 クラウドストレージ
-OneDriveのクラウドストレージのログインと使用に対応しています。

-ログイン画面の指示に従ってログインを完了します（写

真はOneDriveドライブの例）。

-クラウドストレージのファイル内容を閲覧したり、ダウン

ロードして表示したりできます。

*デバイスがサポートするフォーマットのみを表示すること

ができます。



第5章 その他の機能

5.1 メール機能

-トップページの右上にメールボックスの入口があり、

クリックするとメール画面に入ります。

-初めてメールボックス画面に入る際は、個人のメー

ルボックスタイプを選択する必要があります。現在、

すべての主要なメールボックスプロトコルをサポート

しています。

-Gmailメールボックスをクリックすると、直接Gmail

メールボックスのログイン画面に入ることができます。

-他のタイプのメールボックスは、下部の「その他の
メールボックス」をクリックしてログインします。



-【Gmail】ログイン画面はGmailによるもので、個人

のメールアカウントとパスワードを入力する必要が

あります。また、ログイン途中でGmailによる認証プ

ロセスを行う必要があります。

-プロセスに従って進めることで、ログインが完了し

ます。

-【その他のメールボックス】ログイン画面では、メール

アカウントとパスワードを入力します。一般的に、パス

ワードは認証コードです。具体的な手順は次のとおり

です。

❶メールボックスのページでアカウント設定の中から

認証コード設定を探します。

❷一般的には、サードパーティアプリケーションにロ

グインする際に用いる認証コードが提供されます。直

接生成が可能で、認証コードは通常複雑なものに

なっています。

❸認証コードを取得した後、認証コードをパスワード

としてメールにログインします。



-サーバー情報の手動設定が可能です。この機能に

は4〜5ステップが必要で、主に一部企業のメール

ボックスのログインに用います。

-アカウントのパスワード情報、受信＆送信サーバー

を設定する必要があり、手順に従って関連情報を入

力するとログインが完了します。

-ログインできない場合は、以下のメールにお問い合
わせください。

ainote_userfeedback@iflytek.com

-ログインが完了すると、受信したメール情報を確認

できます。

-左側のツールバーをクリックすると、受信トレイ、送

信トレイ、下書きトレイ、ゴミ箱などの内容を確認する

ことができます。



-2種類のメール作成方法をサポートしています。

❶手書き スタイラスペンを使用して下の空白部分

にメールを手書きすることができます。手書きが完

了したらそのまま送信でき、受信者は手書きの内容

をそのまま見ることができます。

❷キーボード キーボードを使ってテキストを入力し

ます。

*手書きエリアに内容がある場合、キーボードモード

に切り替えると、手書き内容が自動的にクリアされま

す。

-メールをクリックすると詳細を表示できます。

-返信、転送、削除などの基本操作ができます。

-メール画面でのメール間の切り替えが可能です。



-メールボックスのアドレス帳が管理でき、新規追加

ボタンをクリックすると追加することができます。

-やり取りのあるメールアドレスの連絡先情報を自動
で収集します。

-現在のメールボックスの送受信サーバー設定ができ

ます。

-複数のメールボックスにログインして表示すること
ができます。

-現在のアカウントをログアウトします。



-メールを確認する際、メール内の添付文書ファイル

をダウンロードし、完了すると開いて確認できます。

-すべてのメール添付ファイルがまとめて表示されま
す。

注意：すべての共有方法において、メールによる共有形式が利用できます。事前にメールアカウント

にログインする必要があり、ログインするとメールを使用して内容を共有できます。



5.2 スキャン機能

-本機には500MPのカメラが搭載されており、紙文書

のスキャンに用いることができます。スキャンした

ファイルは本機に保存でき、いつでも閲覧できます。

- トップページの右上にある【スキャン】ボタンをクリッ

クすると、スキャン画面に入ります。

-スキャン画面に初めて入る際は、右上の新規作成

ボタンをクリックして新しいスキャン文書を作成する

必要があります。

-このページでは、スキャンした文書の管理もできま

す。



-撮影後、処理が必要な範囲を選択し、画像内の原

点をドラッグして移動できます。

-画像の向きを回転できます。

-「確認」をクリックすると、画像処理が行えます。

-「新規作成」をクリックすると、撮影画面に入ります。

-左下のアルバムをクリックすると、ギャラリーアルバ

ム内の画像を選択して処理できます。

-上方には、1枚撮影するとすぐに処理する単ページ

モード、複数の画像を撮影して一括処理する複数

ページモードの2モードが用意されています。

-撮影ボタンをクリックすると、撮影が完了します。
*電子インク画面の更新速度が低いため、撮影中に

揺れが大きいと鮮明に撮影できません。撮影時はで

きるだけ安定を保つ必要があります。



-ページ上でスタイラスペンを使用して自由に書き込

むことができます。

-処理が完了すると、処理結果が表示されます。

-このコンテンツをノートにエクスポートします。エク

スポート後はノートリストで表示できます。

-PDFにエクスポートして、ブックシェルフで確認でき

ます。

-処理範囲の再選択が可能です。



第6章設定

-右上の設定ボタンをクリックすると、設定画面に入

ります。

-プルダウンメニューでは、簡単な設定操作を行うこ

とができます。また、その他の設定をクリックして設

定画面に入ることもできます。

-アカウントセンター
-アカウントの基本情報管理ができます。

-ノートの同期
有効にすると、完成したノートを自動的に同期します。

-共有管理
共有したノートの内容を確認したり、共有をあらかじ

めオフにしたりすることができます。

-ノート閲覧パスワード
ノート閲覧パスワードの設定と管理ができます。設

定するとノートが暗号化され、閲覧するにはパス

ワードの入力が必要になります。

-OpenAI APIキー設定
個人のOpenAI APIキーを入力して認証が成功する

と、大規模AIモデルの機能を使用することができま

す。



-WiFi接続
現在近くにあるWiFi情報を表示し、クリックすると

接続できます。

-アカウントセンターでは、認証用のメールアドレス

の変更や、アカウントの削除、現在のアカウントか

らのログアウトが可能です。

-アカウントをログアウトすると、現在のアカウント

で作成したノートの内容を表示できなくなります。

-アカウントを削除すると、現在のアカウントに関連

するすべてのデータ情報が削除されますので、慎

重に操作してください。



-Bluetooth設定
イヤホン、スピーカー、キーボードなどのデバイス

をBluetooth接続できます。

-画面投影ツール
公式サイトから投影ツールをPCにダウンロードすると、

本機とPCが同じネットワーク環境にあればリアルタイ

ムで投影を行うことができます。

ダウンロードURL
https：／／a2sgp-www-ap1.iflyoversea.com



-日付と時刻
手動で時間情報を設定し、タイムゾーンを選択することができます。

-明るさ設定
デバイスの読書灯の明るさを冷色、暖色の2種類から設定できます。

-壁紙と署名の設定
壁紙と署名の変更ができます。

-言語と地域
システム言語と地域が変更できます。

*注意 地域を変更するとサーバーの変更が生じる可能性があるため、慎重に選択してください。

-バッテリー残量表示
-バッテリー残量をパーセント表示します。

-回転設定
デバイスのデフォルトの回転方向が設定できます。



-ペン本体ボタンのカスタム設定
直線を描く、選択して消去する、スマートペン、閉じる

などの機能をサポートしています。

-ジェスチャー設定

ジェスチャー操作や終了操作をカスタマイズできます。

-アクティブバー設定

アクティブバーのチュートリアルと終了操作ができます。

-スリープ時間の設定
-シャットダウン時間の設定



本機のプライバシーポリシー、ユーザー合意事項、法

的関連情報などの文書を表示します。

ロック画面パスワードと指紋情報の設定ができます。



メモリやシリアルナンバー、IPアドレスなど本機の基本

情報を表示します。

-デバイス使用中に発生した問題をフィードバックし、迅

速に対応および応答します。

-提供されたメールアドレス情報を通じて問題のフィー

ドバックを行います。



-ファームウェアの更新情報を確認できます。デバイス

の更新情報は不定期にプッシュ送信します。

-プルダウンメニューでも非常に便利なコントロールセ

ンターが用意されており、一部の基本操作ができます。



本製品の使用に関する説明は以上です。使用中に説明書に記載されてい

ない問題が発生した場合は、いつでもお問い合わせください。

ainote_userfeedback@iflytek.com

【AINOTE mobile】アプリは非常に重要なアプリであり、現在はモバイル端
末のみをサポートしていますが、将来はPC端末でのダウンロードと使用も
サポート予定です。アプリは以下のQRコードからダウンロードできます。


	iFLYTEK-AINOTE-Air-2-User-Manual



